
こ
の
度
、

「第
十
九

回
日
本
在
宅
ホ
ス
ピ
ス

協
会
全
国
大
会
」
が
宮
城
県
大

崎
市
で
行
わ
れ
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
於
い
て
長
徳
寺
慶
壽

庵
手
芸
の
会
と
ふ
じ
さ
わ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
協
会
長

賞
を
共
同
受
賞
致
し
ま
し
た
。

長
徳
寺
で
毎
月
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
手
芸
の
会
の
作
品
を
病

院
や
施
設
へ
展
示
し
利

用
者
様
の
心
の
ケ
ア
を

は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
積
極
的
に
取
り
組
む

活
動
や
、
ふ
じ
さ
わ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
施

設
利
用
者
様
と

一
緒
に

栽
培
し
た
芋
を
長
徳
寺

蘇
民
祭
に
お
い
て
石
焼

き
芋
に
し
て
振
舞
う
な

ど
、
宗
派
、
地
域
を
問

わ
ず
様
々
な
交
流
が
増

え
、
地
域
の
ケ
ア
の
歯

車
が
動
き
出
し
お
互
い

に
助
け
合
う
活
動
を
紹

介
し
た
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事

故
が
相
次
ぐ
中
、
時
宗
総
本
山
・

遊
行
寺
の
他
阿
真
円
上
人
が
11

月
15
日
、
藤
沢
署

（神
奈
川
）

を
訪
れ
、
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
。
時
宗
の
開
祖

・
一

遍
上
人
か
ら
数
え
て
74
代
目
の

法
主
に
当
た
る
上
人
は
97
歳
。

「100
歳
ま
で
は
運
転
す
る
つ
も

り
だ
っ
た
」
が
、
横
浜
市
で
87

歳
の
男
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
小
学

生
の
列
に
突
っ
込
ん
だ
事
故
に

心
を
痛
め
て
返
納
を
決
め
た
と

い
う
。

加
藤
秀
雄
署
長
に
免
許
証
を

返
し
た
上
人
は
、

「70
歳
以
上

に
な
る
と
、
昔
は
簡
単
に
で
き

た
こ
と
が
５
倍
も
10
倍
も
か
か

る
よ
う
に
な
る
」
と
自
主
返
納

の
必
要
性
を
説
く

一
方
、

「運

転
で
き
な
い
と
困
っ
て
し
ま
う

人
も
い
る
」
と
指
摘
。
自
身
は

家
族
ら
の
支
え
で
返
納
後
も
不

便
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、

「地
域
に
バ
ス
を
巡
回
さ
せ
る

な
ど
、
自
治
体
の
配
慮
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
」
と
述
べ
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

の
利
便
性
確
保
策
を
求
め
た
。

上
人
は
１
９
５
９
年
に
免
許

を
取
得
し
、
数
年
前
ま
で
車
を

運
転
し
て
い
た
。
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長
徳
寺
便
り

当山第２２世桂光院其阿上
人良顕老和尚本葬儀に際し
ましては、ご多用のところ

ご会葬いただき、誠にありがとうござい
ました。
良顕老和尚は住職として約５０年という
長い間、皆様には大変お世話になりまし
た。心より御礼申し上げます。
今後ともどうぞ宜しくご厚誼下さいます
ようお願い申し上げ、御礼とさせていた
だきます。 合 掌

喪 主（ 妻 ）佐藤導子
本葬儀実行委員長（総代長）熊谷 勤


